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平成23年度の事業報告書 

 

  平成23年7月27日（法人認証日）から  平成24年3月31日まで 

 

特定非営利活動法人遠野まごころネット 

１ 事業の成果 

 平成23年度、遠野まごころネットは、当該年度の事業計画書にある初年度の方針に従い、定款

に沿った、被災地支援等の緊急性が高く、かつ実効性が求められる事業から順次、企画立案し、

継続的に遂行し、そのことを通じて当法人の存在意義である社会貢献を行った。個別の事業に関

しては、常に進捗状況や課題等の把握に努め、受益者の利益の最大化を心掛けた。 

 具体的な事業としては、2 (1)項にある事業について、基本的復旧サポート、個人サポート、対

地域サポート、起業サポート、検証サポートの5分野を設定し、東日本大震災の被災者・被災地

支援を行った。活動地域は岩手県大槌町、釜石市、大船渡市、陸前高田市ならびに遠野市を中心

に、山田町や宮古市、住田町をはじめとするその他の県内市町村、ならびに宮城県と福島県にも

およんだ。個人／団体ボランティアを含む活動従事者は、特定非営利活動法人認証前の任意団体

時代（平成23年3月28日から7月26日）も含め、北海道から沖縄までの日本全国並びに世界約20

か国からの約6万人である。詳細な活動内容は、物資配布、瓦礫撤去、家屋の泥出し、腐敗水産

加工品の収集除去、側溝清掃、炊き出し、避難所での家事手伝い、生活支援活動（被災者との個

別面談、傾聴、ニーズ調査、ニーズ対応、見守り、健康相談等）、「まごころ広場」と「かけはし

広場」（避難所・在宅被災者の交流スペース）の開設、「手紙文庫」（本の寄贈仲介による交流事

業）、足湯やカフェ／お茶っこの提供、復耕支援（花壇や家庭菜園の設置補助）、農地再生、コミ

ュニティ作りを目的とした各種イベントの開催、写真の修復と被災者への返還作業、児童生徒の

ための教育支援・自然学校、被災家庭の子女対象の奨学金プロジェクト、「まごころの郷」（農園

兼コミュニティスペース兼なりわい創出の場）の開拓、飲食店の開店や農林漁業の手伝いなどの

起業支援、地域おこし等、多岐に渡った。これらはすべて、独善的に計画された自己満足的なも

のでは決してなく、被災者によりそい、被災者から聞き取ったニーズに応える形で行われたもの

である。またボランティア経験者間の同窓会が全国数か所に組織されるのを補助したり、情報発

信・収集のための事務所を東京に設置したりするなどして、広範囲の被災地支援ネットワーク作

りを図った。東日本大震災以来の支援活動のあり方を検証し、今後起こりうる災害に備える体制

を確立する目的で、大規模な討論会議を主催することも行った。これら活動の受益者ならびに社

会への貢献度は極めて高い。一方において、東日本大震災発生から1年以上が経過した今も、現

地は復興にはまだまだ遠い状況にある。今後も遠野まごころネットは、平成23年度の成果を踏ま

え、現地のニーズそして支援のフェーズの変化を的確に把握し、より地域おこしに注力した復興

支援活動を展開していく予定である。 

    

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事業名 

(定款に記載

した事業） 

具体的な事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者の

人数 

受益対象者 

の範囲及び 

人数 

事業費の

金額 

(千円) 

被災地調査 被災地、被災者の 平 成 23 大槌町、

釜石市、

のべ約数 岩手県沿岸被 15,682 



事業 

 

状況把握ならびに

行政等からの支援

状況の調査（聞き

取り、ア ンケー

ト、専門家派遣） 

年7月27

日～3月

31日 

大 船 渡

市、陸前

高 田 市 

(以下岩

手県沿岸

被災地の

各市町) 

万人（ボ

ランティ

ア活動者

を含む） 

災地の各市町

の被災者（不

特定多数。数

万人） 

被災地直接

支援事業 

被災地、被災者へ

の直接支援活動の

企画立案および遂

行（インターネッ

ト等による情報提

供・交流、ボラン

ティア派遣、支援

物資運搬、産業再

生・復興企画立案

とアドバイザー等 

他） 

平 成 23

年7月27

日～3月

31 日 通

年 

岩手県沿

岸各市町

及び遠野

市 

のべ約数

万人（ボ

ランティ

ア活動者

を含む） 

岩手県沿岸被

災地の各市町

の被災者（不

特定多数。数

万人） 

111,494 

被災地間接

支援事業 

被災地、被災者へ

の間接支援活動の

企画立案および遂

行（民間ボランテ

ィア活動コーディ

ネート等支援業務 

他） 

平 成 23

年7月27

日～3月

31日 

岩手県沿

岸各市町

及び遠野

市 

のべ数百

人 

岩手県沿岸被

災地の各市町

の被災者（不

特定多数。数

万人） 

3,219 

交流促進・

まごころネ

ットワーク

事業 

被災者・支援者間

の交流促進（手紙

文庫）および支援

事業者同士の連携

を図るネットワー

クづくり（まごこ

ろネットワーク） 

平 成 23

年7月27

日～3月

31日 

岩手県沿

岸各市町

及び全国

各都市 

のべ約数

万人（ボ

ランティ

ア活動者

を含む） 

岩手県沿岸被

災地の各市町

の被災者（不

特定多数。数

万人以上） 

11,173 

災害時対応

マニュアル

策定事業 

支援活動から得ら

れるノウハウの蓄

積ならびに今後の

自然災害時の支援

活動に活かせるマ

ニュアルの策定 

平 成 23

年7月27

日～3月

31日 

岩手県沿

岸各市町

及び遠野

市 

のべ数百

人 

岩手県沿岸被

災地の各市町

の被災者（不

特定多数。数

万人以上） 

   0 

メンタル・

ケア事業 

被災者へのメンタ

ル・ケアを目的と

した、遠野市の自

然資源を活かした

メンタル・ケア・

プログラムの企画

立案および遂行 

平 成 23

年7月27

日～3月

31日 

遠野市 のべ数十

人 

岩手県沿岸被

災地の各市町

の被災者（不

特定多数） 

516 

ア ウ ト ド

ア・ワール

ド事業 

遠野市の自然資源

を調査し、メンタ

ル・ケアや観光に

も活かせるプログ

ラムの企画立案お

よび遂行 

平 成 23

年7月27

日～3月

31日 

遠野市 のべ数百

人 

岩手県沿岸被

災地の各市町

の被災者およ

び 遠 野 市 民

（ 不 特 定 多

数） 

   0 



遠野の風土

と観光を考

える会事業 

観光産業の振興も

視野に入れた遠野

市の自然資源の維

持・保全の推進 

平 成 23

年7月27

日～3月

31日 

遠野市 のべ数十

人 

岩手県沿岸被

災地の各市町

の被災者およ

び 遠 野 市 民

（ 不 特 定 多

数） 

   0 

 

(2) その他の事業 

事業名 

(定款に記載

した事業） 

具体的な事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者

の人数 

事業費

の金額 

（千

円） 

物品販売事

業 

 

被災地支援Ｔシャツ、タオル等の販

売 

平 成 23

年8月～

3月31日 

ま ご こ

ろ ネ ッ

ト 事 務

局 

延べ 

約200人 

 

 

9,496 

 

 

 

 

（備考） 

１ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにし

て記載する。 

２ ２(2)には、定款上、「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度に

その他の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載する。 

 

                                      （Ａ４） 

 


